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TEL0852-22-1163 FAX0852-22-2113 E-mail ntp@ntp-ct.co.jp http://www.ntp-ct.co.jp/  くさび型 アンカー工 法 研 究 会 

アンカー体拘束具（くさび）

（モルタル qu＝11.7N/mm
2） 

グラウト材

（引抜け変位部） 

引張側 24mm，先端部 27mm 

（アンカー体解体状況） 
・φ700mm ヒューム管内で実施 

・拘束具長 1.5ｍ ,引張荷重 780kN 

引張荷重作用点位置（拘束具長/2） 

10cm 

くくささびび型型アアンンカカーー工工法法  

品  質：定着地盤の支圧強度を平均的に利用
（荷重分散）できるため，安定した大

きな支持力を得られやすい． 

耐久性：拘束度の高いアンカー体側方
地盤を利用するため，長期的

耐力確保に有利である． 

安全性：アンカー体拘束具が引抜ける場合はくさび単位毎であり，この間，周辺地盤の 
        弾性機能により引抜き耐力が持続されるため，急激に引抜ける危険性は低い．

経済性：定着長が短く，孔径も小さく
できることから，工事費を

削減しやすい． 

【荷重分散式支圧型アンカー】  NETIS 登録番号：CG-050001 

設計を越える一時的

荷重に対する引抜き

抵抗（摩擦，せん断，

支圧）領域 

支圧抵抗領域 

○2

○1  
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（b）摩擦ー圧縮型（荷重600kN時）
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（最大支持力300kN/ｍ）

摩擦（引張）型 
アンカー体沿いに不

規則な形で圧縮帯（＝

摩擦抵抗領域）を形成 

摩擦（圧縮）型 
アンカー体沿いにφ

50cm 程度の紡錘状の
圧縮帯を形成 

支圧（くさび）型 
アンカー体沿いに幅

広く圧縮帯を形成． 

アンカー体の応力状態実測図 
（実験場所：島根県松江市本庄地内，定着地盤：風化凝灰岩層（qu＝2.14N/mm2） 


